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空中写

真地質講座
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岩質の判読(つ雪き)

火成岩

噴出岩

噴出岩は地下深所から岩漿(マグマ)が上昇しこれカミ

地表に噴出しそこで冷えて固まったものである.し

たカミってその平面的形態と表面の特長とカミ写真上では

もっとも重要な識別要素となる.さらに火山鉾噴

火口火山梨鐘などを伴うことが重要な手洗かりとな

る.また他の岩石との構造上の関係も識別上考慮を

要する重要な事項の一つである.ことに噴出岩はそ

れを噴出させた火山活動の時代が耕しければ新しいほど

上にあげたような諸特徴がよく保存されておりとくは

現世のものは野外調査によらなくても写真上で確実に

識別することができる.

火山の噴出活動中もっとも基本的なものは熔岩の噴出

である.熔着流の形態はそれ茄流れた場所の地形紀

支配され谷間では細長く(第鰯)反対に一様な傾斜を

もつ斜面上では逆扇状を星チるのが普通である(鶴姻〉

このような広い斜面では熔岩の厚さほその平面的拡カミ

りに比べて非常に薄く数㎜から五⑪数臓ぐらいのものが

鰯灘

松野久他

多v'.したがってきわめて小さな障碍物に出会った

だけで容易に枝分れし時にはそれカ茎再ぴ一緒になる.

熔岩流の末端はブッツリと急に終っているのカ精通

であるが時には樹枝状に枝分れしたり鋸樹状にギザ

ギザになっていることカミある.また何枚も熔岩が重

注り合うところではそれぞれの末端があたかも段丘の

よう匁階段状を呈すること添ある(第20図､第55図〉

熔岩流の平面形態は個々の熔岩流毎に階調および肌

理植物被覆土地利用の状況などそれぞれに差があ

りこれらからそれぞれの平面形態を把握することカ;

できる.(第49図第55図第56図)

熔岩流の表面持畏は堆積岩のそれとは違って種

々の大きさの規則性のある小起伏や不規則な凹凸があ

る.その主要なものはpressureridgeおよびgroove

熔岩塚しぼり出し(squeezeup)熔岩滴丘熔岩ト

ンネルの陥没溝(あるいは孔)などである(第20.蝸,56.57

図).

熔岩流は爆発的活動が全くないかあるいはあったと

しても非常に小さく比較的静穏な状態で岩漿が地表に

溢れ出た場合に生ずるのである.そしてそれが山腹を

流れ降る際その表面から固結し始めるが依然として

溶けた状態虹あって流れ下ろうとする内部の熔岩流が

灘鶏鵡鰯ぬ形鼎亀海山

鱗醐鰯娯繍婁発れが流れ危地形

繋溶脈喰臓貸膝く拡～

簿輿の鱒調⑳盤紀ぷ樹ても

識別で嚢納茎ζ顯ぷ参絃

嚢雛瀞醐い鳴期の鱒勧凌

遼の譲繭特徴秘よく繰擦嚢

杓て紹リ燭鰯の後餓をζう

滋欄恕藷盤との地形約義幾

の遠いから審勘こ鰹別で慈

義(失郎熔錯の流派施芳胸).�
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策49図犬島三原山(地上写真)1950･1951年に噴串した熔岩は写真

上で暗い階調を示し一見して区別することができる写真右上の一

部岩津丘の下の斜面でほ1951年の緒岩の上を砕属物が覆っているが点

々と熔岩があらわれている(1962年一色直記撮影)第57図は1948牢

4月15目に撮影された空中写真である

半ば固結した表面の皮膜に粘着性の引ずりを与えそれ

カ重圧縮カとなって働く結果生ずるのがPressureridge

およびpressuregroo∀eである.また熔岩流の外

皮の割れ目1こは内部の流動する熔岩の流水力学的圧力

によって熔岩塚やしぽり出しを生じ内部に発生する火

山ガスの爆発的逸出に伴って爆発孔の周囲に熔岩滴丘を

生ずる.

一般に玄武岩あるいは玄武岩質安山岩の熔岩は暗黒

色で重く低温度でガス含有量は少ないカ童粘性は小さ

く流動性に富んでいる.したカミって写真上で暗い階調

を示し表面が在めらかでうねった縄のような外観をも

っている.また地形に従って薄く広く広がる.こ

のような粘性のある熔岩流内部の未固結の部分か末端

部に弱線を見出して二次的に流れ出し(第20図)そのあ

とに熔岩トンネノレといわれる空洞を生ずる.このよう

荏空洞に沿って陥没を生じ不規則な形の大小の凹所や

陥没溝カミ認められることがある.

流紋岩質あるいは酸性の熔岩流は粘性が大きく塊状

熔岩となり表面は非常に不規則である.また写真

上で明るい階調をもって記録される.

新しい熔岩流は表面に表土カミなく全く不毛であ

る.これカミ風化するに従って表面の色調が次第に変

化し表土を生じ続いて植物被覆を生じ上述のような

熔岩流に特有な表面特長も次第に消滅して行く.さら

にこのような変化が進むと地表は畑や果樹園として利

用されるようになる.このような変化の段階の違いカミ

噴出時期を異にする個々の熔岩を区分する手カミかりとな

ることは既に述べた通りである.

しかし時代カ沽くひどく侵蝕を受けた熔岩摺曲

および断層などの造構運動をこうむって転位したり堆

積岩中に爽有される熔岩は普通の堆積岩と区別し難い.

すなわち柱状節理のような火成岩に特有な構造が識別

でき榊･限り抵抗性のある堆積岩と間違いやすい.

新しい火山岩地域にほ随伴する特長として火山

鉾噴火口火山梨鐘などカ童ある.これらはその活動

が最近のものであり現在活動中である場合には写真

上できわめて明瞭であって改めて説明を必要としない

くらいである(第50図).

火山錐の形態はそれぞれの内部構造によって異なる.

またその侵蝕形態も当然内部構造の差によって変化雅

第50図阿藤山(斜写真)写真

上の各山体は円錐形を呈すること

頂上に火口があること申には噴煙

中のものがあり一見して火山である

ことがわかる山体を刻む山系は

火口を中心として放射状を呈し古

いもの程深くかつ複雑である.斜

写真は広い地域を一望のもとに観察

できる､寂で優れているがこのよう

に起伏の大きなところでは山の陰に

払ったところが見えなくなるという

欠点がある｡VolcanoesofJapan-

eseArchipelago(1952)から�
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区…ヨ1.{盤露覇熔打

巨ヨ火111砕屑着

ある.したカミって火山の判読上もっとも重要な手が

かりはその内部構造に起因するそれぞれの形態である.

火山を便宜的に分類するとマｰル熔岩火山砕暦

岩火山成層火山熔岩ドｰム(第51図)およびこれらの

複合した複合火山にわけられる.

マｰルはマグマ中のガスもしくは地下水が熱せられ

た結果生じた水蒸気の爆発的逸出によって生じた円型の爆

裂火口である.爆発による砕屑物は火口の周囲に堆積す

るがいちじるしい丘を作るまでにはいたらない.砕屑

物としてマグマから直接由来したものと既存の岩片とが

存在する.この火口内には水をたたえて池となっている

ことが多レ'(第55図).

熔岩火山は別名楯状火山とも呼ばれ主として流動

性に富む玄武岩質熔岩によって構成せられ緩傾斜(10｡

以下)の山体によって特長づけられる.

熔岩火山はさらにノ'ワイ型とアイスランド型に分けら

れる.ノ･ワイ型のものはその規模が非常紀大きく

ノ･ワイのマウナロアをはじめとするいくつかの火舳ζみ

られるように火山の中央から3～遠方向ぽ射出する割

れ目から数多くの熔岩流を流し出すことぽよって{体力童

築かれていくのである.もちるん中央火Qからの熔岩

の流出も行なわれる.わが国は火{禺でありぽとんど

すべての型の火山を網らするがハワイ型の楯状火山だ

けは皆無である.

アイスランド型のものは中央火口からの熔掛はって

築かれるものであってノ･ワイ型のものに跳べてその規

模も非常に小さい.頂上の中心火qの燭鰯には少鐙の

岩津の堆積カ重みられる.わが国はおいてこの型に属

するものがいくつか知られている.

区別される(第52醐'

傘鶴§工図

形態による火出の分類

砕屑岩火山は主として火山砕層岩によって構成慈れ

るものであって頂上付近で斜面湾枇較的急であり底

面積に比べて割合いに大きい火Pを有する｡これらは

構成物質の違いによって軽石丘岩津丘噴宥虻などと

成層火山は富士山(第15図)や鳥海山などによって代

表されるものであって熔岩流と抽出砕屑物とが交互に

累積したものである.もっとも単純柱型の成層火山で

は頂上の中央火口から地出された砂層物と同じくそこ

から流出した熔岩流とによってみごとな円錐型の山体が

築かれる.山腹の傾斜は頂上に近くなるに従って大き

く最大40｡に達するものもある.火口の面積は火

山体の底面積に比べていちじるしく小さいのが普通であ

る.この型の火山では火口から溢れた熔岩はきわめ

て早v'速度で斜面を流れ下るためその表面に縄状の細

禰を生ずる.これらの熔岩は外皮から冷却するが狂

お内部の末固結の部分が冷却固結した皮膜を破って二次

的に流出し熔岩トンネノレを生じやすい.

熔岩ドｰムは鐘状火山あるいはト属イタと呼ばれ

非常に粘性の大書い熔岩か地表に噴出し花ものであって

カル字管は火舳ζ伴う魚の地形の一つである.地

形的ぬは火口&潟岡されやすい然後者に比べてはるか

に大書い直径(数㎞以上)のものである｡加レデラの

内壁は通常新鮮柱断層崖を呈しその内部が盆地あるい�
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は水をたたえたカルデラ湖となっている場合がある(第4g,

55図).このカルデラの内部あるいは外輪山上には火山

活動の再発によって新た紀熔岩ドｰムや噴石丘柾とを生

じている.

複合火山多くの火山はこれまでに述べてきた各種の

火山g複合であ私したがって火山体の形も複雑であ

る.長い期間にわ花って同一の火口からくり返し噴出

カミ行なわれる&形の簡単祖円錐形の山体力婁できるが

噴火の中心が位置を変克ると出体は非常に複雑となる

(第58図).

岩の縁辺部にいたって消滅することによって容易にそ

の分布を知ることができるのである苗またいちじる

しく変形をこうむっ花火成岩や変成岩をおおうところで

も同様これらの節理片理あるいは断層をおおいかく

している山地形的にも新しい噴出岩は緩やか注起伏

を示し剛塊化し深く浸蝕をこうむった古い基盤岩のそ

れとは対照的である(第56図)(筆者は地質部)

��

大きな成層火山や楯状火山の側面には小型の火山体が

付着していることポ多い｡これらは寄生火山といわれ

熔岩ドｰムや砕暦五カ茎多い(鯛図),これらの配列は火

山を横断する弱線状にならぶこと淋多くこのよう栢傾

向は小縮尺の写真あるいは集成写真によって一望のもと

に識別することができる､

成層火山の中央火口中あるいはその中央にガルデラ

カミ形成され花後にそれらの内部に小火山が出現し2

量あるいは3窟の火山を作ることもある.これらの関

係を一望のもとに把握することカミできるのも空中写真の

偉力である(篤5裏,§禰)｡カルデラ内ばかりで征くカノレ

デラ壁の上に火山を生ずることもある(第欄)｡

個々の火山は大隊り小なり円錐型を呈し侵蝕が進む

と放射状の水系模様がその斜面を特長づける｡逆に

火qの内壁には求心放射状の水系模様が発達する｡し

かし侵蝕の初期においても外生地出によって築かれ

た山体は放射状水系模様によって特長づけられるカ室

内生拠出によって築かれた山体は同心円状の溝があり

これカミいちじるしいときには水系を支配することがある｡

このような放射状あるいは年輪状(同心円状)の水系模様

は摺曲運動によるドｰムあるいは鎗状構造によっても

生ずる.

��

他の烏石との構造関係以上述べた地文学的形態を

主とする判読の手がかりのほかに噴出岩を識別する重

要荏手カミかりは周囲の岩石に対する構造関係である,

このような手かかりほすでに本章の始め記述べたよう

にごく新しい時代一第三紀末から繁四紀にかけて一一

に噴出したような断層摺曲傾動などによる変形を

受けていない新しい噴出岩の場合とくに有効である｡

古い断層携曲線曲等の変形を受けた堆積岩をおお

う噴出岩は前者の一次的構造および二次的構造をおお

いかくしている,す扱勅も前者の層理や断層が噴出

講雛鰯富全山繭灘本鯛湖付近鰭着流の分棚凄ごの写真上で容易に

呼ツピングす蒼ごと秘で嚢蕃精進湖東芳の熔瀞瀞喜一様な植物被覆

(樹釆)紀よ樽て特長切すられその蘭方の熔着流で縁流理機造がよく

裸擦窓れて紬簑流れ拠芳殉かよくわか藁鍵盤をなす鰯坂層と本俺

岩流も銘彩駒特銭の叢か蔭霧創ζ識別で蓬蕃�
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策52図富士山麓の砕屑丘犬きな成層火山または楯状火山には小形の火山休が寄生していることが多いこれらの多くは熔岩ド

ｰムが砕屑丘である富士山には犬小数10の寄生火山がありその多くは碑屑丘である碑屑丘は円錐形の山体と山頂の火口から

写真上で容揚にこれを識別することができる(本紙第97号24ぺ一ジ上の写真参照)

鶴繍鰯雛搬大凶卵焚火に…澄狗二子独熔姶1ぎ一ムのもっとも典型的ものであるこの種の火山の特疑は

筑～と;臓と懲扱江噸鱗爾と圭,1こ義りて総繋iゆ久慈な熔岩から生じたものであることがわかる

第54図北海道有珠火山この火山は洞爺カルデラの南縁にのっているこの火山自体が二重式火山であ

リ火口中には熔岩'ドｰム(大有稼子有戴およびオガリ山)カ…あるこれら熔岩ドｰムはほとんど火道

の太さのままで熔岩塊がせリ上ってきたもので火山岩尖に近いものである�
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デと11乎減れるめずらしい型の火山

であり鐘状の山体を示し裾野

には何枚もの熔岩が拡がっている

熔岩流は何枚も重なり合って一見

段丘のような階段状を呈している

写真申央都にマｰルかが)北東

隅にカルデラ湖(池田湖)があり

そのカルデラ壁は直立した崖とな

っているこのカルデラ壁の上

にはまんじゅ型の熔岩ドｰムが認

められるこの熔岩ドｰムを詳

細に立休観察すると同心円状の流

理構造がわかる

第57図大島三原山火山(1948年4月5目撮影)第49図の水平写真は写真の左下カルデラ壁上から中央火口の方向を撮った(1962年

5月)ものである現在写真の中央部は1951年の熔岩流によっておおわれてしまい中央火口の東半部からその外側の火口壁の外側

にかけて熔岩津丘を生じ美しい三重構造は乱されている

第58図騰児蟻県鰹島火山桜畠火山は遠望すると坦一の火山錐からなる火山と誤認しやすいような山体であるしかしこれを空

中写真で観察すると次剛こ噴火の位置を変えた3つの主要火山錐(北岳中岳および南昌)からなっているこの立体対写真は中岳

および南島を示したものである中岳の火口の南東端が南岳の火口壁によって切られており後者が後から活動したものと推定される�


